
ガス小売供給約款 新旧対照表

旧 備 考 新 

２３．単位料金の調整 
 別表第１ １供給区域
（１）当社は、毎月、（２）②により算定した平均原料価格が（２）①に定める基準平均原料価格を上回

り は下回る場合は、次の算定式により別表第６ １の各料 表の基準単位料 に対応する調整単位
料金を算定いたします。この場合、基準単位料金に替えてその調整単位料金を適用して早収料金を算
定いたします。なお、調整単位料 の適 基準は、別表第６ １の２（２）のとおりといたします。
イ 平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき 
調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料金＋０．０７７円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率）  

ロ 平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき 
調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料  ０．０７７円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率）  

（備  考） 
上記の算定式によって求められた計算結果の小数点第３位以下の端数は切り捨てます。 

（２）（１）の基準平均原料価格、平均原料価格及び原料価格変動額は、以下のとおりといたします。 
① 基準平均原料価格（トン当たり） 
３９，０９０円 

② 平均原料価格（トン当たり） 
別表第６の１の（２）に定められた各３か月間における貿易統計の数量及び価額から算定したト

ン当たりＬＮＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたします。）
及びトン当たりＬＰＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたしま
す。）をもとに次の算定式で算定し、算定結果の１０円未満の端数を四捨五入した金額といたしま
す。 
（算定式） 
平均原料価格  
＝ トン当たりＬＮＧ平均価格×１．０２９９ 
（備 考） 
トン当たりＬＮＧ平均価格は、当社の営業所及び支店に掲示いたします。  

③ 原料価格変動額  

変 更 

変 更 

２３．単位料金の調整 
 別表第１ １供給区域
（１）当社は、毎月、（２）②により算定した平均原料価格が（２）①に定める基準平均原料価格を上回

り又は下回る場合は、次の算定式により別表第６の３（１ １）の各料金表の基準単位料金に対応す
る調整単位料金を算定いたします。この場合、基準単位料金に替えてその調整単位料金を適用して早
収料金を算定いたします。なお、調整単位料金の適用基準は、別表第６の１の（３）のとおりといた
します。  
イ 平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき 
調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料金＋０．０７７円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率）  

ロ 平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき 
調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料  ０．０７７円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率）  

（備  考） 
上記の算定式によって求められた計算結果の小数点第３位以下の端数は切り捨てます。 

（２）（１）の基準平均原料価格、平均原料価格及び原料価格変動額は、以下のとおりといたします。 
① 基準平均原料価格（トン当たり） 
３９，０９０円 

② 平均原料価格（トン当たり） 
別表第６の１の（３）に定められた各３か月間における貿易統計の数量及び価額から算定したト

ン当たりＬＮＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたします。）
及びトン当たりＬＰＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたしま
す）をもとに次の算定式で算定し、算定結果の１０円未満の端数を四捨五入した金額といたします。 
（算定式） 
平均原料価格  
＝ トン当たりＬＮＧ平均価格×１．０２９９ 
（備 考） 
トン当たりＬＮＧ平均価格は、当社の営業所及び支店に掲示いたします。  

③ 原料価格変動額  



次の算定式で算定し、算定結果の１００円未満の端数を切り捨てた１００円単位の金額といたし
ます。 
（算定式） 
イ 平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき 
原料価格変動額＝平均原料価格 基準平均原料価格
ロ 平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき 
原料価格変動額＝基準平均原料価格 平均原料価格

別表第１ ３供給区域
（１）当社は、毎月、（２）②により算定した平均原料価格が（２）①に定める基準平均原料価格を上回

り は下回る場合は、次の算定式により別表第６ ３の各料 表の基準単位料 に対応する調整単位
料金を算定いたします。この場合、基準単位料金に替えてその調整単位料金を適用して早収料金を算
定いたします。なお、調整単位料 の適 基準は、別表第６ ３の２（２）のとおりといたします。
イ 平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき 
調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料金＋０．０８８円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率）  

ロ 平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき 
調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料  ０．０８８円×原料価格変動額／１００円×（１＋消費税率）  

（備  考） 
上記の算定式によって求められた計算結果の小数点第３位以下の端数は切り捨てます。 

（２）（１）の基準平均原料価格、平均原料価格及び原料価格変動額は、以下のとおりといたします。 
① 基準平均原料価格（トン当たり） 
９，６４０円 

② 平均原料価格（トン当たり） 
別表第６の３の（２）に定められた各３か月間における貿易統計の数量及び価額から算定したト

ン当たりＬＮＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたします。）
及びトン当たりＬＰＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたしま
す。）をもとに次の算定式で算定し、算定結果の１０円未満の端数を四捨五入した金額といたしま
す。 

（算定式） 
平均原料価格  

変 更 

次の算定式で算定し、算定結果の１００円未満の端数を切り捨てた１００円単位の金額といたし
ます。 
（算定式） 
イ 平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき 
原料価格変動額＝平均原料価格 基準平均原料価格
ロ 平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき 
原料価格変動額＝基準平均原料価格 平均原料価格

別表第１ ２供給区域・別表第１ ３供給区域
（１）当社は、毎月、（２）②により算定した平均原料価格が（２）①に定める基準平均原料価格を上回

り は下回る場合は、次の算定式により別表第６の３（１ ２）（別表第１ ２供給区域） は別表
第６の３(１ ３)（別表第１ ３供給区域）の各料 表の基準単位料 に対応する調整単位料 を算定
いたします。この場合、基準単位料金に替えてその調整単位料金を適用して早収料金を算定いたしま
す。なお、調整単位料金の適用基準は、別表第６の１（３）のとおりといたします。  
調整額（１立方メートル当たり） 
＝（平均原料価格 基準平均原料価格）÷１，０００円×調整単価
   (計算結果の小数点第３位以下の端数を四捨五入いたします) 

   調整単位料金（１立方メートル当たり） 
＝基準単位料金＋調整額×（１＋消費税率） 
 （計算結果の小数点第３位以下の端数は切り捨てます。）  

（２）（１）の基準平均原料価格、平均原料価格および調整単価は、以下のとおりといたします。 
① 基準平均原料価格（トン当たり） 

８８，５５０円 
② 平均原料価格（トン当たり） 
別表第６の１（３）に定められた各３か月間における貿易統計の数量および価格から算定したト

ン当たりＬＮＧ平均価格（算定結果の１０円未満の端数を四捨五入し、１０円単位といたします。）
③ 調整単価（天然ガス１トンにつき１，０００円単位の単価） 

０．７１９円



＝ トン当たりＬＮＧ平均価格×０．１０３ 
（備 考） 
トン当たりＬＮＧ平均価格は、当社の営業所及び支店に掲示いたします。  
③ 原料価格変動額  
次の算定式で算定し、算定結果の１００円未満の端数を切り捨てた１００円単位の金額といたし

ます。 
（算定式） 
イ 平均原料価格が基準平均原料価格以上のとき 
原料価格変動額＝平均原料価格 基準平均原料価格

ロ 平均原料価格が基準平均原料価格未満のとき 
原料価格変動額＝基準平均原料価格 平均原料価格

２５．保証金 
（１）（２）（３）（略）
（４）当社は、預かり期間経過後、又は１０の規定により契約が消滅したときは、保証金とその利息との
合計額（（３）に規定する未収の料金がある場合にあっては、その額を控除した残額をいいます。）
を速やかにお返しいたします。利息は、保証金に対し年０．０２パーセントの利率で、その預かり期
間に応じて複利により計算いたします。

Ⅵ  供  給 
３４．供給ガスの熱量、圧力及び燃焼性（略） 

②供給ガス（別表第１ ２供給区域に適 ）
供給ガスは、燃焼性によって類別されていますが、当社の類別は１３Ａですので、消費機器は、  

１３Ａとされている消費機器が適合いたします。 
熱 量 標準熱量 …………………… ４１．８６０５メガジュール 

最低熱量 …………………… ４０．６メガジュール 
圧 力 最高圧力 …………………… ２．５キロパスカル 

最低圧力 …………………… １．０キロパスカル 
燃焼性 最高燃焼速度 ……………… ４７ 

最低燃焼速度 ……………… ３５ 
最高ウォッベ指数 ………… ５７．８ 
最低ウォッベ指数 ………… ５２．７ 

変 更 

変 更 

２５．保証金 
（１）（２）（３）（略） 
（４）当社は、預かり期間経過後、又は１０の規定により契約が消滅したときは、保証金（（３）に規
定する未収の料金がある場合にあっては、その額を控除した残額をいいます。）を速やかにお返しい
たします。保証金には利息を付しません。 

Ⅵ  供  給 
３４．供給ガスの熱量、圧力及び燃焼性（略） 

②供給ガス（別表第１ ２供給区域に適 ）
供給ガスは、燃焼性によって類別されていますが、当社の類別は１３Ａですので、消費機器は、  
１３Ａとされている消費機器が適合いたします。 
熱 量 標準熱量 …………………… ４２．３メガジュール 

最低熱量 …………………… ４１．８０メガジュール 
圧 力 最高圧力 …………………… ２．５キロパスカル 

最低圧力 …………………… １．０キロパスカル 
燃焼性 最高燃焼速度 ……………… ４７ 

最低燃焼速度 ……………… ３５ 
最高ウォッベ指数 ………… ５７．８ 
最低ウォッベ指数 ………… ５２．７ 



ガスグループ ……………… １３Ａ 
燃焼性の類別（旧呼称）…… １３Ａ 

③供給ガス（別表第１ ３供給区域に適 ）
熱 量 標準熱量 …………………… ４２．０メガジュール 

最低熱量 …………………… ４１．７メガジュール 
圧 力 最高圧力 …………………… ２．５キロパスカル 

最低圧力 …………………… １．０キロパスカル 
燃焼性 最高燃焼速度 ……………… ４７ 

最低燃焼速度 ……………… ３５ 
最高ウォッベ指数 ………… ５７．８ 
最低ウォッベ指数 ………… ５２．７ 
ガスグループ ……………… １３Ａ 
燃焼性の類別（旧呼称）…… １３Ａ 

付 則 
１．この小売り供給約款の実施期日 
この小売り供給約款は、２０２３年３月１０日から実施します。 

２．この小売り供給約款の掲示
当社は、この小売り約款を、営業所等のほか、当社ホームページにおいて掲示いたします。この小売
り約款を変更する場合も同様とし、変更実施日の１０日前までに、この小売り約款を変更する旨、変更
後のガス小売供給約款の内容及びその効力発生時期を周知します。 

変 更 

ガスグループ ……………… １３Ａ 
燃焼性の類別（旧呼称）…… １３Ａ 

③供給ガス（別表第１ ３供給区域に適 ）
熱 量 標準熱量 …………………… ４２．３メガジュール 

最低熱量 …………………… ４１．８０メガジュール
圧 力 最高圧力 …………………… ２．５キロパスカル 

最低圧力 …………………… １．０キロパスカル 
燃焼性 最高燃焼速度 ……………… ４７ 

最低燃焼速度 ……………… ３５ 
最高ウォッベ指数 ………… ５７．８ 
最低ウォッベ指数 ………… ５２．７ 
ガスグループ ……………… １３Ａ 
燃焼性の類別（旧呼称）…… １３Ａ 

付 則 
１．この小売供給約款の実施期日 

この小売約款は、２０２３年１０月２３日から実施します。 
２．この小売約款の実施に伴う切替措置 

当社は、別表第１ ２供給区域 は別表第１ ３供給区域において、料 算定期間の末 が２０２
３年１０月２３日から２０２３年１０月３１日に属する料金算定期間の早収料金は、この小売約款の
変更前の小売約款に基づき算定します。 

３．この小売約款の実施に伴う移行措置 
この小売約款の実施に伴う移行措置として、２３.単位料金の調整 別表第１ ２供給区域（１）

  および別表第１ ３供給区域（１）にて算定した調整単位料 から、以下の単価を差し引きます。
   ２０２３年１１月適用 １立法メートルにつき ３３．００円（消費税相当額を含みます） 
   ２０２３年１２月適用 １立法メートルにつき ２６．４０円（消費税相当額を含みます） 
   ２０２４年 １月適用 １立法メートルにつき １９．８０円（消費税相当額を含みます） 
   ２０２４年 ２月適用 １立法メートルにつき １３．２０円（消費税相当額を含みます） 
   ２０２４年 ３月適用 １立法メートルにつき  ６．６０円（消費税相当額を含みます） 



別表第６ 適用する料金表 
（別表６ １）適 する料 表（別表第１ １供給区域に適 ）
１．適用区分 

料金表Ａ 使用量が０立方メートルから２４立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｂ 使用量が２４立方メートルを超え、３３８立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｃ 使用量が３３８立方メートルを超える場合に適用いたします。 

２．料金及び消費税等相当額の算定方法
（１）早収料金は、基本料金と従量料金の合計といたします。従量料金は、基準単位料金又は２３の規定
により調整単位料金を算定した場合は、その調整単位料金に使用量を乗じて算定いたします。 

（２）調整単位料金の適用基準は、次のとおりといたします。 
① 料金算定期間の末日が１月１日から１月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年８月から１０月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたし
ます。 
② 料金算定期間の末日が２月１日から２月２８日（うるう年は２月２９日）に属する料金算定期
間の早収料金の算定にあたっては、前年９月から１１月までの平均原料価格に基づき算定した調
整単位料金を適用いたします。 
③ 料金算定期間の末日が３月１日から３月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１０月から１２月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
④ 料金算定期間の末日が４月１日から４月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１１月から当年１月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
⑤ 料金算定期間の末日が５月１日から５月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１２月から当年２月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
⑥ 料金算定期間の末日が６月１日から６月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ

変 更 

４．この小売約款の掲示
 この小売約款を、営業所等のほか、当社ホームページにおいて掲示いたします。この小売約款を変
更する場合も同様とし、変更実施日の１０日前までに、この小売約款を変更する旨、変更後のガス小
売約款の内容およびその効力発生時期を周知します。 

別表第６ 適用する料金表 
１．料金及び消費税等相当額の算定方法
（１）早収料金は、基本料金と従量料金の合計といたします。 
（２）従量料金は、基準単位料金又は２３の規定により調整単位料金を算定した場合は、その調整単位

料金に使用量を乗じて算定いたします。 
（３）調整単位料金の適用基準は、次のとおりといたします。 

① 料金算定期間の末日が１月１日から１月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年８月から１０月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
② 料金算定期間の末日が２月１日から２月２８日（うるう年は２月２９日）に属する料金算定
期間の早収料金の算定にあたっては、前年９月から１１月までの平均原料価格に基づき算定し
た調整単位料金を適用いたします。 
③ 料金算定期間の末日が３月１日から３月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１０月から１２月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
④ 料金算定期間の末日が４月１日から４月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１１月から当年１月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用
いたします。 
⑤ 料金算定期間の末日が５月１日から５月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１２月から当年２月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用
いたします。 
⑥ 料金算定期間の末日が６月１日から６月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年１月から３月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたし
ます。 
⑦ 料金算定期間の末日が７月１日から７月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年２月から４月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたし
ます。 
⑧ 料金算定期間の末日が８月１日から８月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ



たっては、当年１月から３月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑦ 料金算定期間の末日が７月１日から７月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年２月から４月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑧ 料金算定期間の末日が８月１日から８月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年３月から５月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑨ 料金算定期間の末日が９月１日から９月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年４月から６月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑩ 料金算定期間の末日が１０月１日から１０月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年５月から７月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
⑪ 料金算定期間の末日が１１月１日から１１月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年６月から８月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
⑫ 料金算定期間の末日が１２月１日から１２月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年７月から９月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 

（３）早収料金及び遅収料金に含まれる消費税等相当額は、それぞれ次の算定式により算定いたします（小
数点以下の端数切捨て）。 
① 早収料金に含まれる消費税等相当額＝早収料金×消費税率÷（１＋消費税率） 
② 遅収料金に含まれる消費税等相当額＝遅収料金×消費税率÷（１＋消費税率） 

３．料金表Ａ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，０４５.００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １０６．０４円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金とい

たっては、当年３月から５月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたし
ます。 
⑨ 料金算定期間の末日が９月１日から９月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年４月から６月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたし
ます。 
⑩ 料金算定期間の末日が１０月１日から１０月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年５月から７月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
⑪ 料金算定期間の末日が１１月１日から１１月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年６月から８月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
⑫ 料金算定期間の末日が１２月１日から１２月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年７月から９月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 

（４）料金に含まれる消費税等相当額は、次の算定式により算定いたします。（小数点以下の端数切捨
て） 

料金に含まれる消費税等相当額＝料金×消費税率÷（１＋消費税率） 

２．適用区分
（１ １）別表第１ １供給区域

料金表Ａ 使用量が０立方メートルから２４立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｂ 使用量が２４立方メートルを超え、３３８立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｃ 使用量が３３８立方メートルを超える場合に適用いたします。 

（１ ２）別表第１ ２供給区域
料金表Ａ 使用量が０立方メートルから２４立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｂ 使用量が２４立方メートルを超え、２４７立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｃ 使用量が２４７立方メートルを超える場合に適用いたします。 

（１ ３）別表第１ ３供給区域
料金表Ａ 使用量が０立方メートルから１９立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｂ 使用量が１９立方メートルを超え、１９７立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｃ 使用量が１９７立方メートルを超える場合に適用いたします。 



たします。 

４．料金表Ｂ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，３６４．００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき ９２．８４円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金とい
たします。 

５．料金表Ｃ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ４，６９０．４０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき ８３．００円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金といた
します。 

（別表６ ２）適 する料 表（別表第１ ２供給区域に適 ）
１．適用区分 

料金表Ａ 使用量が０立方メートルから２５立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｂ 使用量が２５立方メートルを超え、２５０立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｃ 使用量が２５０立方メートルを超える場合に適用いたします。 

２．料金及び消費税等相当額の算定方法
（１）早収料金は、基本料金と従量料金の合計といたします。従量料金は、基準単位料金に使用量を乗じ
て算定いたします。 

（２）早収料金及び遅収料金に含まれる消費税等相当額は、それぞれ次の算定式により算定いたします（小
数点以下の端数切捨て）。 
① 早収料金に含まれる消費税等相当額＝早収料金×消費税率÷（１＋消費税率） 
② 遅収料金に含まれる消費税等相当額＝遅収料金×消費税率÷（１＋消費税率） 

３．料金表 
（１ １）別表第１ １供給区域

１．料金表Ａ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，０４５.００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １０６．０４円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と
いたします。 

２．料金表Ｂ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，３６４．００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき ９２．８４円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と
いたします。 

３．料金表Ｃ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ４，６９０．４０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき ８３．００円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金とい

たします。 
（１ ２）別表第１ ２供給区域



３．料金表Ａ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ３３５．５０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １０９．４６円 

４．料金表Ｂ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ４８４．００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １０３．５２円 

５．料金表Ｃ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，９１９．５０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき ９７．７７円 

（別表６ ３）適 する料 表（別表第１ ３供給区域に適 ）
１．適用区分 

料金表Ａ 使用量が０立方メートルから１９立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｂ 使用量が１９立方メートルを超え、１９９立方メートルまでの場合に適用いたします。 
料金表Ｃ 使用量が１９９立方メートルを超える場合に適用いたします。 

２．料金及び消費税等相当額の算定方法
（１）早収料金は、基本料金と従量料金の合計といたします。従量料金は、基準単位料金又は２３の規定
により調整単位料金を算定した場合は、その調整単位料金に使用量を乗じて算定いたします。 

（２）調整単位料金の適用基準は、次のとおりといたします。 
① 料金算定期間の末日が１月１日から１月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年８月から１０月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたし
ます。 

１．料金表Ａ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ３３５．５０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １４１．１４円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と

いたします。 

２．料金表Ｂ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ４８４．００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １３５．１３円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と

いたします。 

３．料金表Ｃ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，９１９．５０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １２９．３３円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と

いたします。 

（１ ３）別表第１ ３供給区域

１．料金表Ａ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 



② 料金算定期間の末日が２月１日から２月２８日（うるう年は２月２９日）に属する料金算定期
間の早収料金の算定にあたっては、前年９月から１１月までの平均原料価格に基づき算定した調
整単位料金を適用いたします。 
③ 料金算定期間の末日が３月１日から３月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１０月から１２月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
④ 料金算定期間の末日が４月１日から４月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１１月から当年１月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
⑤ 料金算定期間の末日が５月１日から５月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、前年１２月から当年２月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用い
たします。 
⑥ 料金算定期間の末日が６月１日から６月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年１月から３月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑦ 料金算定期間の末日が７月１日から７月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年２月から４月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑧ 料金算定期間の末日が８月１日から８月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年３月から５月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑨ 料金算定期間の末日が９月１日から９月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定にあ
たっては、当年４月から６月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いたしま
す。 
⑩ 料金算定期間の末日が１０月１日から１０月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年５月から７月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
⑪ 料金算定期間の末日が１１月１日から１１月３０日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年６月から８月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 
⑫ 料金算定期間の末日が１２月１日から１２月３１日に属する料金算定期間の早収料金の算定
にあたっては、当年７月から９月までの平均原料価格に基づき算定した調整単位料金を適用いた
します。 

１か月及びガスメーター１個につき ７７４．４０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １９６．４２円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と

いたします。 

２．料金表Ｂ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，２１０.００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １７４．４１円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と

いたします。 

３．料金表Ｃ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ２，７２８.００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １６６.７４円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金と

いたします。 



（３）早収料金及び遅収料金に含まれる消費税等相当額は、それぞれ次の算定式により算定いたします（小
数点以下の端数切捨て）。 
① 早収料金に含まれる消費税等相当額＝早収料金×消費税率÷（１＋消費税率） 
② 遅収料金に含まれる消費税等相当額＝遅収料金×消費税率÷（１＋消費税率） 

３．料金表Ａ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ７７４．４０円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １８１．６２円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金とい
たします。 

４．料金表Ｂ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき １，２１０.００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １５９．７６円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金とい
たします。 

５．料金表Ｃ（消費税等相当額を含みます。） 
（１）基本料金 

１か月及びガスメーター１個につき ２，７２８.００円 

（２）基準単位料金 

１立方メートルにつき １５２．１５円 

（３）調整単位料金 
（２）の各基準単位料金をもとに２３の規定により算定した１立方メートル当たりの単位料金といた
します。 



別表第７ 早収料金の日割計算（１） 
（別表７ １）
早収料 は、次の 割計算後基本料 と従量料 の合計といたします。なお、別表第６ １及び別表

第６ ３の料 表Ａ、料 表Ｂ は料 表Ｃの適 区分は、料 算定期間の使 量に３０を乗じ、次の 
割計算日数で除した１か月換算使用量によります。 
（１）日割計算後基本料金 

基本料金×日割計算日数／３０ 
（備 考） 
① 基本料 は、別表第６ １及び別表第６ ３の料 表における基本料 
② 日割計算日数は、料金算定期間の日数 
③ 計算結果の小数点第３位以下の端数切捨て 

（２）従量料金 
別表第６ １及び別表第６ ３の料 表における基準単位料金又は２３の規定により調整単位料

金を算定した場合は、その調整単位料金に使用量を乗じて算定いたします。 
なお、調整単位料 の適 基準は、別表第６ １及び別表第６ ３における適 基準と同様とい

たします。 

（別表７ ２）
早収料 は、次の 割計算後基本料 と従量料 の合計といたします。なお、別表第６ ２の料 表

Ａ、料金表Ｂ又は料金表Ｃの適用区分は、料金算定期間の使用量に３０を乗じ、次の日割計算日数で除し
た１か月換算使用量によります。 
（１）日割計算後基本料金 

基本料金×日割計算日数／３０ 
（備 考） 
① 基本料 は、別表第６ ２の料 表における基本料 
② 日割計算日数は、料金算定期間の日数 
③ 計算結果の小数点第３位以下の端数切捨て 

（２）従量料金 
別表第６ ２の料 表における基準単位料 に使 量を乗じて算定いたします。

変 更 別表第７ 早収料金の日割計算（１） 
早収料金は、次の日割計算後基本料金と従量料金の合計といたします。なお、別表第６の２の各適用

区分及び別表第６の３の各料金表の適用区分は、料金算定期間の使用量に３０を乗じ、次の日割計算日
数で除した１か月換算使用量によります。 
（１）日割計算後基本料金 

基本料金×日割計算日数／３０ 
（備 考） 
① 基本料金は、別表第６の３の各料金表における基本料金 
② 日割計算日数は、料金算定期間の日数 
③ 計算結果の小数点第３位以下の端数切捨て 

（２）従量料金 
別表第６の３の料金表における基準単位料金又は２３の規定により調整単位料金を算定した場

合は、その調整単位料金に使用量を乗じて算定いたします。 
なお、調整単位料金の適用基準は、別表第６の１における適用基準と同様といたします。 



別表第８ 早収料金の日割計算（２） 
（別表８ １）
早収料 は、次の 割計算後基本料 と従量料 の合計といたします。なお、別表第６ １及び別表

第６ ３の料 表Ａ、料 表Ｂ は料 表Ｃの適 区分は、料 算定期間の使 量に３０を乗じ、３０か
ら供給中止期間の日数を差し引いた日数で除した１か月換算使用量によります。 
（１）日割計算後基本料金 

基本料 ×（３０ 供給中 期間の 数）／３０

（備 考） 
① 基本料 は、別表第６１及び別表第６ ３の料 表における基本料 
② 供給中止期間の日数は、供給中止の日の翌日から供給再開の日までの日数とし、３１日以
上の場合は３０ 
③ 計算結果の小数点第３位以下の端数切捨て 

（２）従量料金 
別表第６ １及び別表第６ ３の料 表における基準単位料  は２３の規定により調整単位料
金を算定した場合は、その調整単位料金に使用量を乗じて算定いたします。 
なお、調整単位料 の適 基準は、別表第６ １及び別表第６ ３における適 基準と同様とい

たします。 

（別表８ ２）
早収料 は、次の 割計算後基本料 と従量料 の合計といたします。なお、別表第６ ２の料 表

Ａ、料金表Ｂ又は料金表Ｃの適用区分は、料金算定期間の使用量に３０を乗じ、３０から供給中止期間の
日数を差し引いた日数で除した１か月換算使用量によります。 
（１）日割計算後基本料金 

基本料 ×（３０ 供給中 期間の 数）／３０

（備 考） 
① 基本料 は、別表第６ ２の料 表における基本料 
② 供給中止期間の日数は、供給中止の日の翌日から供給再開の日までの日数とし、３１日以
上の場合は３０ 
③ 計算結果の小数点第３位以下の端数切捨て 

（２）従量料金 
別表第６ ２の料 表における基準単位料 に使 量を乗じて算定いたします。

変 更 別表第８ 早収料金の日割計算（２） 
早収料金は、次の日割計算後基本料金と従量料金の合計といたします。なお、別表第６の２の各適用

区分及び別表第６の３の各料金表の適用区分は、料金算定期間の使用量に３０を乗じ、３０から供給中
止期間の日数を差し引いた日数で除した１か月換算使用量によります。 
（１）日割計算後基本料金 

基本料 ×（３０ 供給中 期間の 数）／３０

（備 考） 
①  基本料金は、別表第６の３の各料金表における基本料金 
②  供給中止期間の日数は、供給中止の日の翌日から供給再開の日までの日数とし、３１日以 

 上の場合は３０ 
③ 計算結果の小数点第３位以下の端数切捨て 

（２）従量料金 
別表第６の３の各料金表における基準単位料金又は２３の規定により調整単位料金を算定した
場合は、その調整単位料金に使用量を乗じて算定いたします。 
なお、調整単位料金の適用基準は、別表第６の１における適用基準と同様といたします。 


